
古
名
の
模
本
製
作

来
年
は
山
水
屏
風
と
厳
島
罷
巻
模
窯

東
京
美
術
學
校
で
は
従
来
卒
業
生
在
學
生
を
し
て
嘗
ら
し
め
て
居
た
古
美

術
模
窯
事
業
が
、
既
に
第
二
期
を
終
っ
た
の
で
、
来
春
早
々
第
三
期
に
着
手

す
る
筈
で
、
数
授
松
岡
映
丘
氏
が
過
般
京
都
方
面
に
出
張
し
原
鵞
借
入
の
交

渉
を
緞
め
て
来
た
が
、
来
年
度
に
先
づ
着
手
す
べ
き
は
厳
島
経
巻
と
、
高
尾

神
護
寺
の
山
水
屏
風
で
あ
る

厳
島
紐
巻
は
全
二
十
八
巻
で
之
に
無
絨
義
罷
、
観
普
賢
鰹
、
阿
禰
陀
鰹
、

摩
詞
般
若
波
羅
密
多
心
罷
、
大
架
金
剛
不
空
但
宜
三
摩
耶
罷
の
五
巻
が
つ
い

て
居
る
、
平
家
一
門
の
人
々
が
窓
鰹
し
て
奉
納
し
た
も
の
だ
、
藤
原
時
代
の

窯
紐
装
飾
の
代
表
作
で
、
金
銀
切
箔
等
を
惜
氣
も
な
く
用
ゐ
、
扉
箱
の
繊
細

典
雅
な
こ
と
も
驚
く
ぺ
き
も
の
で
、
模
本
と
し
て
は
、
田
中
親
美
氏
が
十
敷

年
の
歳
月
を
費
し
て
や
っ
た
も
の
が
、
今
年
の
春
三
槃
園
の
大
師
會
に
出
品

さ
れ
た
が
、
美
術
學
校
が
之
を
や
る
こ
と
は
宜
に
嘗
を
得
て
居
る
、
模
窯
の

執
筆
は
服
部
有
恒
氏
外
三
名
位
が
換
任
し
、
尚
吉
村
忠
夫
氏
之
に
参
加
す
る

筈
で
あ
る

せ
ん
す
い

之
に
次
い
で
、
高
尾
神
護
寺
の
山
水
屏
風
は
、
吉
村
忠
夫
氏
が
二
月
に
入

洛
し
て
熱
心
に
之
を
や
る
筈
で
あ
る
が
、
約
一
ヶ
月
位
は
か
4

る
筈
で
あ
る

之
は
藤
原
時
代
に
於
け
る
公
卿
の
生
活
振
り
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
の
筆

致
は
極
め
て
優
雅
で
、
後
世
土
佐
派
を
生
ん
だ
根
源
と
さ
れ
て
居
る
、
尚
此

の
二
者
が
出
来
る
と
、
信
貴
山
縁
起
等
に
移
り
漸
次
此
種
の
も
の
を
揃
へ
て

行
く
さ
う
で
あ
る

模
窯
は
下
村
観
山
氏
あ
た
り
も
熱
心
に
や
っ
た
も
の
で
、
高
野
山
の
二
十

五
菩
薩
来
迎
闘
な
ど
は
殆
ど
原
物
と
判
別
つ
か
ぬ
位
よ
く
出
来
て
居
る
、
来

関
東
大
震
災

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
大
地
震
の
際
、
本
校
は
夏
休
み
中
と
あ
っ
て
事
務

職
員
と
彫
刻
科
生
徒
の
夏
季
研
究
会
会
員
が
登
校
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
幸
い
に
し
て
校
内
か
ら
の
出
火
も
な
く
建
物
の
損
害
も
少
な
か
っ
た
。
特

に
文
庫
収
蔵
の
美
術
品
が
概
ね
無
事
だ
っ
た
こ
と
は
燒
倖
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
大
地
震
の
後
、
東
京
市
内
各
所
か
ら
生
じ
た
火
災
は
大
火
災
を

引
き
起
こ
し
、
そ
の
た
め
百
三
十
万
人
近
い
市
民
が
公
園
や
寺
院
、
神
社
そ
の

他
の
避
難
場
所
に
殺
到
し
た
。
な
か
で
も
上
野
公
園
は
最
大
の
避
難
場
所
と
な

り
、
本
校
に
も
群
衆
が
押
し
寄
せ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
本
校
は
十
月
三
十

日
ま
で
の
ニ
ヶ
月
間
を
休
業
と
し
、
そ
の
代
り
に
冬
休
み
を
廃
止
し
た
。

震
災
に
関
す
る
本
校
の
公
式
記
録
と
看
倣
す
べ
き
も
の
に
は
先
ず
「
東
京
美

術
学
校
震
災
救
護
施
設
状
況
調
」
（
「
証
峠
竺
五
文
部
省
往
復
書
類
叱
務
」
に
収
録
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
よ
り
文
部
省
を
通
じ
て
照
会
が
あ
っ

た
た
め
に
本
校
が
作
成
し
た
文
書
で
あ
る
。
次
に
「
震
火
災
ノ
際
功
絞
者
調
書
」

（「
詮
十
職
員
二
関
ス
ル
揖
類
嗜
」
に
収
録
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
震
災
同
情
会
長
よ
り

文
部
省
に
照
会
が
あ
っ
た
た
め
に
本
校
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

前
者
を
掲
載
す
る
が
、
外
に
準
公
式
記
録
と
し
て
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月

報
』
第
二
十
二
巻
第
五
号
「
震
災
記
念
号
」
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
特
に
同
誌

所
収
の
鈴
川
信
一
（
体
操
お
よ
び
遠
近
法
授
業
講
師
、
教
務
掛
主
任
兼
庶
務

掛
、
陸
軍
歩
兵
大
尉
）
著
「
震
災
日
記
」
に
は
九
月
一
日
か
ら
同
五
日
ま
で
の

校
内
の
異
状
な
さ
ま
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、

『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
（
桑
原
実
監
修
、
磯
崎
康
彦
、
吉
田
千
節
子
著
。
昭
和

⑥
 
年
は
必
ず
や
か
う
し
た
仕
事
も
盛
ん
に
な
り
行
く
で
あ
ら
う
。
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同 「田辺先生校内夜警の事」
塑造部5年生安本亮一筆「霙災漫画」

の一部「正木校長先生、鈴川先生親

子対面を見て悌泣の事」

（校友会月報震災記念号より転載）

同「校内慰問袋配給の事」 同「避難者に水接待の事」

「
バ
ラ
ッ
ク
」

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

部
ヲ
モ
焼
キ
タ
リ

東
京
美
術
学
校
震
災
救
護
施
設
状
況
調

本
校
ハ
九
月
一
日
ノ
大
震
災
二
被
害
程
度
比
較

的
軽
ク
同
二
日
夜
上
野
山
下
邊
ノ
人
家
併
二
上

野
停
車
場
等
延
焼
ノ
際
火
ハ
公
園
内
二
及
ビ
貸

席
常
盤
華
壇
全
焼
シ
日
本
美
術
協
會
ノ
建
物

一

本
校
ハ
其
飛
火
ヲ
蒙
リ

一

時
危
急
二
瀕
セ
シ
ガ
幸
二
火
災
ヲ
免
カ
レ
殆
ン

ド
完
全
二
学
校
諸
建
物
ヲ
維
持
ス
ル
ヲ
得
タ
リ

是
ヲ
以
テ
避
難
市
民
ノ
本
校
ヲ
臨
ン
デ
投
入

ス
ル
モ
ノ
頗
ル
幣
ッ
ク
一
時
ハ
敷
千
人
学
校
構

内
二
填
塞
ス
ル
ノ
状
勢
ア
リ
タ
リ
其
救
護
施

設
等
二
関
ス
ル
状
況
概
要
左
記
ノ
如
シ

H
避
難
者
収
容
人
員

本
校
二
於
テ
避
難
者
多
敷
ヲ
収
容
救
設
セ
シ
ハ

霙
災
当
日
ノ
九
月
一
日
夕
刻
二
始
マ
リ
十
月
七

日
二
至
リ
東
京
市
力
建
設
七
シ
上
野
公
園
内

ニ
移
住
引
渡
ヲ
為
セ
シ
迄
三
十

七
日
間
ナ
リ

其
人
員
敷
ハ
最
初
三
日
間
ハ
非

常
ノ
大
衆
ニ
テ
且
出
入
異
動
頻
繁
ニ
シ
テ
混
乱

雑
沓
甚
シ
ク
計
敷
ス
ル
ヲ
得
ズ
九
月
四
日
ニ

至
リ
少
ッ
ク
鎮
静
シ
テ
人
員
モ
餘
程
減
ジ
タ
ル

ニ
因
リ
始
メ
テ
第
一
回
ノ
人
員
調
査
ヲ
施
シ
タ

五
十
二
年
、
日
本
文
教
出
版
）

223S226
頁
に
も
本
件
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ル
虞
一
千
百
十
五
人
ア
リ
タ
リ
爾
後
日
々
二
幾
十
人
カ
ヲ
減
ジ
行
キ
九
月

八
日
ノ
調
査
ニ
テ
ハ
九
百
六
十
一
人
ト
ナ
リ
其
後
モ
引
績
キ
減
少
シ
九
月
廿

二
日
「
カ
ー
ド
」
式
二
依
リ
較
々
精
密
ナ
ル
調
査
ヲ
試
ミ
シ
ニ
穂
人
員
五
百

五
十
六
人
百
二
十
三
家
族
ナ
ル
コ
ト
ヲ
確
メ
得
タ
リ
十
月
一
日
ニ
ハ
四
百

二
十
七
人
二

減
ジ
十
月
七
日
東
京
市
二
引
渡
七
シ
時
ノ
人
員
ハ
三
百
九
十
四

リ
シ
モ
ノ
ア
リ

人
百
八
家
族
二
減
少
シ
居
タ
リ
而
シ
テ
本
校
二
避
難
収
容
セ
シ
ハ
下
谷
、

浅
草
、

＇両
謳
民
ヲ
主
ト
シ
神
田
、
本
郷
両
蓋
民
モ
若
干
ア
リ
タ
リ
其
他
遠

ク
日
本
橋
、
京
橋
、
芝
、
本
所
、
深
川
ノ
在
住
者
モ
幾
人
力
混
ジ
居
タ
リ

此
外
地
方
人
ニ

シ
テ
上
野
附
近
ノ
旅
館
二
滞
在
中
遭
難
シ
テ
一
時
避
難
シ
来

此
等
ハ
交
通
機
関
ノ
回
復
ス
ル
ニ
随
ヒ
夫
々
退
去
シ
タ
リ

口
収
容
状
況

九
月
―
二
日
ノ
収
容
頭
初
二
於
テ
ハ
避
難
者
ハ
学
校
構
内
ノ
證
操
場
、
校
庭

空
地
等
ヲ
揮
ビ
テ
集
園
露
訃
シ
餘
震
ヲ
怖
ル
、
為
二
屋
舎
内
二
入
ル
ヲ
欲
セ

ズ
本
校
ニ
テ
モ
考
慮
ス
ル
所
ア
リ
ッ
ヲ
以
テ
数
室
等
ハ
巌
二
閉
鎖
シ
テ
之

ヲ
開
放
セ
ズ
校
内
二
蔵
儲
セ
シ
材
木
、
亜
鉛
板
、
筵
等
ノ
諸
材
料
ハ
及
プ
タ

ケ
避
難
者
二
貸
典
シ
テ
急
造
瑕
小
屋
ヲ
設
螢
セ
シ
メ
一
時
落
チ
着
キ
タ
リ
ッ

モ
三
日
夕
刻
二
至
リ
大
駿
雨
襲
来
シ
露
訃
シ
居
タ
ル
モ
ノ
ハ
一
齊
二
校
舎
ノ

庇
下
等
二
群
集
シ
テ
雨
ヲ
避
ケ
窮
状
見
ル
ニ
忍
ビ
ズ
依
テ
本
校
ニ
テ
ハ
数

室
以
外
ノ
附
属
諸
建
物
ノ
中
柔
剣
道
々
場
、
弓
術
道
場
、
＂
学
校
倶
楽
部
ノ

三

建
物
其
他
―
ニ
ケ
所
ヲ
開
放
シ
テ
其
急
ヲ
救
ヒ
タ
リ
其
後
チ
日
ヲ
経
過
ス

ル
1

一
随
ヒ
避
難
者
数
モ
漸
次
減
退
セ
ル
ニ
由
リ
校
庭
空
地
等
二
於
ケ
ル
仮
小

屋
ヲ
撤
廃
セ
シ
メ
開
放
シ
タ
ル
建
物
中
二
全
部
収
容
セ
リ
此
収
容
シ
タ
ル

建
物
中
倶
楽
部
ノ
如
キ
床
高
ク
性
ヲ
敷
キ
ア
リ
道
場
モ
半
ハ
性
ヲ
敷
ケ
リ

九
月
十
日
前
後
ョ
リ
ハ
夜
間
モ
電
燈
黙
ジ
水
道
ノ
水
ハ
屋
内
ニ
テ
自
由
二
使

用
シ
得
ラ
レ
避
難
者
二
取
リ
テ
ハ
最
モ
便
利
幸
福
ノ
状
態
ア
リ
是
ヲ
以
テ

避
難
者
ハ
非
常
ナ
ル
感
謝
ノ
念
ヲ
学
校
二
致
ッ
能
ク
本
校
職
員
ノ
命
令
二
順

従
シ
始
終
静
粛
ノ
態
度
ヲ
保
チ

三
十
餘
日
ノ
久
シ
キ
問
妄
二
紛
擾
ヲ
起
ス
等

ノ
コ
ト
ナ
カ
リ
キ

信
自
治
圏
ノ
組
織
卜
食
糧
物
資
ノ
受
給

本
校
避
難
者
中
二
中
日
美
術
協
會
主
事
石
野
哲
弘
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
同
人
ハ

上
野
附
近
ノ
旅
館
二
滞
在
中
今
回
ノ
災
厄
二
遭
遇
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
同
人
ハ

九
月
二
日
販
起
卒
先
、
ソ
テ
避
難
者
中
ノ
有
志
五
十
人
ヲ
糾
合
シ
テ
自
治
園
ヲ

組
織
シ
自
ラ
園
長
ノ
任
二
当
リ
園
員
ヲ
部
署
シ
テ
諸
般
ノ
活
動
ヲ
開
始
シ
タ

リ
自
治
園
ノ
興
起
セ
ッ
ハ
当
時
種
々
ノ
流
言
飛
語
ア
リ
テ
避
難
者
ノ
昂
奮

卜
恐
怖
ト
ハ
極
端
二
達
シ
人
心
掏
々
ト
シ
テ
安
定
セ
ズ
之
ヲ
鎮
撫
安
定
セ
シ

ム
ル
ヲ
第
一
ト
シ
同
時
二
避
難
者
全
艘
ノ
為
二
食
糧
ヲ
得
ル
ノ
道
ヲ
講
ズ
ル

卜
傷
病
者
ヲ
救
済
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
取
ル
ニ
在
リ
テ
自
治
圏
ノ
活
動
ハ
穂
テ
本

校
救
護
事
務
関
係
職
員
ノ
承
認
又
ハ
協
力
‘ノ
下
二
行
ハ
レ
タ
リ

自
治
園
ノ
組
織
成
立
後
石
野
園
長
ハ
本
校
職
員
卜
交
々
下
谷
謳
役
所
（
麟
麟

失
シ
テ
上
野
公
園
自
治
館
）
二
交
渉
シ
テ
給
米
ノ
請
求
ヲ
為
シ
玄
米
敷
俵
ヲ
得

内
二
仮
事
務
所
ヲ
開
ク

又
避
難
者
中
ニ
ハ
下
谷
車
阪
簡
易
食
堂
二
関
係
セ
シ
モ
ノ
ア
リ
ッ
ヲ
以
テ
同

食
堂
ニ
テ
使
用
セ
シ
大
釜
三
個
ヲ
借
入
レ
来
リ
学
校
構
内
二
炊
事
場
ヲ
立
テ

九
月
三
日
早
暁
ョ
リ
炊
出
ヲ
開
始
シ
自
治
園
員
手
ヲ
分
チ
テ
遍
ク
避
難
者
ニ

配
給
シ
ク
リ
此
日
ヲ
始
ト
シ
テ
爾
後
毎
日
同
様
ノ
方
法
二
拠
リ
絃
二
給
養

ノ
道
開
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
其
他
副
食
物
、
衣
類
等
ノ
受
給
モ
皆
自
治
園

ニ
於
テ
本
校
職
員
監
督
ノ
下
二
之
ヲ
行
ヒ
タ
リ
此
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
本
校
内

避
難
者
ハ
各
個
人
自
ラ
労
苦
ス
ル
所
ナ
ク
シ
テ
坐
シ
テ
給
養
セ
ラ
ル
、
ヲ
得

タ
ル
ハ
全
ク
自
治
圏
ノ
恩
澤
二
因
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
可
シ

九
月
十
日
二
至
リ
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自
治
園
ハ
解
散
シ
構
内
炊
出
モ
是
日
ヲ
以
テ
終
了
ス
ル
コ
ト
、
ナ
リ
十
一
日

ハ
避
難
者
各
自
謳
役
所
（
自
治
會
館
）
―
-
出
頭
シ
テ
直
接
炊
出
米
ヲ
受
ク
ル

コ
ト
、
ナ
レ
リ
然
ル
ニ
此
方
法
ハ
各
個
ノ
労
苦
卜
不
便
甚
シ
ク
到
底
永
綬

ス
ベ
キ
ニ
非
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
本
校
職
員

ハ
避
難
者
穂
代
矢
島
高
也
卜
協
議
シ

下
谷
謳
役
所
二
交
渉
シ
テ
避
難
人
員
二
対
ス
ル
糧
米
現
品
ノ
配
給
ヲ
受
ク
ル

コ
ト
、
シ
学
校
内
二
於
テ
職
員
監
督
ノ
下
二
避
難
者
総
代
ヲ
シ
テ
各
個
二
分

配
セ
シ
メ
九
月
十
二
日
ョ
リ
避
難
者
各
個
二
自
炊
ノ
方
法
ヲ
始
メ
斯
ク
シ
テ

十
月
七
日
避
難
者
全
部
ガ
本
校
内
ヲ
引
彿
フ
マ
デ
此
給
養
方
法
ヲ
継
績
セ
リ

上
述
ノ
如
ク
本
校
内
避
難
者
ノ
給
蓑
ハ
始
終
比
較
的
良
好
二
行
ハ
レ
甚
シ
キ

悲
惨
二
陥
ヰ
ル
コ
ト
ナ
カ
リ
シ
ハ
喜
フ
ベ
キ
次
第
ナ
リ
ト
思
料
セ
リ
又
給

水
二
就
テ
ハ
九
月
十
日
頃
迄
水
道
断
水
中
ハ
学
校
構
内
ニ
ア
ル
ニ
個
ノ
堀
井

ノ
水
ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
十
分
周
給
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
警
察
官
署
ョ
リ
大
樽
敷
箇
ニ

満
水
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
自
動
車
ニ
テ
毎
日
一
両
回
搬
入
シ
来
リ
テ
給
水
シ
タ
リ

十
日
頃
ョ
リ
水
道
開
通
ス
ル
ニ
及
ビ
学
校
構
内
ニ
ハ
敷
箇
所
二
水
道
栓
設

置
シ
ア
ル
ヲ
以
テ
避
難
者
ハ
自
由
二
之
ヲ
使
用
シ
尤
モ
便
ヲ
得
タ
ル
ガ
如
シ

四
衛
生
状
態

本
校
構
内
二
避
難
セ
シ
多
数
人
中
老
幼
婦
女
ノ
如
キ
ハ
極
度
ノ
慾
愕
卜
疲
榜

ト
ノ
為
メ
安
息
ヲ
得
ル
ト
同
時
二
焚
病
ス
ル
者
多
ク
其
他

ニ
モ
火
傷
セ
シ
モ

ノ
脱
出
ノ
際
二
負
傷
セ
ル
モ
ノ
等
少
カ
ラ
ズ
避
難
者
中
二
於
テ
自
治
園
ノ

組
織
成
ル
ヤ
衛
生
係
ヲ
置
キ
此
等
傷
病
者
ノ
救
護
二
勉
メ
タ
リ
然
ル
ニ
幸

ヒ
ニ
モ
九
月
二
日
夜
群
馬
赤
十
字
支
部
ノ
救
設
班
日
暮
里
騨
二
到
着
シ
翌
三

日
朝
適
当
ナ
ル
救
護
所
開
設
地
ヲ
物
色
シ
テ
本
校
二
来
リ
構
内
二
救
護
所
開

設
ノ
希
望
申
出
ア
リ
本
校
ハ
喜
ン
デ
之
二
應
ジ
及
プ
ダ
ケ
ノ
便
宜
ヲ
計
リ

即
時
開
設
シ
テ
診
療
二
従
事
シ
ッ
、
ア
ル
内
四
日
ニ
ハ
福
島
赤
十
字
支
部
ノ

救
護
班
亦
本
校
二
来
リ
構
内
二
在
ル
帝
図
学
士
院
建
物
ノ
一
部
二
其
救
護
所

ヲ
開
キ
群
馬
支
部
ハ
内
科
ヲ
主
ト
ツ
福
島
支
部
ハ
外
科
ヲ
主
ト
シ
両
支
部
熱

心
治
療
救
護
二
盛
カ
シ
校
内
避
難
者
ハ
多
大
ノ
恩
恵
ヲ
蒙
リ
人
心
ヲ
安
定
セ

シ
ム
ル
上
ニ
モ
甚
深
ノ
好
影
聾
ア
リ
福
島
支
部
ハ
九
月
二
十
八
日
ヲ
以
テ

其
救
護
所
ヲ
閉
ヂ
他
方
面
二
移
動
シ
去
リ
群
馬
支
部
ハ
十
月
七
日
避
難
者
ガ

市
設

「
バ
ラ
ッ
ク
」
二
収
容
セ
ラ
ル
、
迄
開
設
シ
居
リ
尚
「
バ
ラ
ッ
ク
」
移

轄
後
ノ
避
難
者
ノ
治
療
ヲ
継
績
ス
ル
為
メ
十
月
十
日
迄
依
然
開
設
シ
居
リ
十

日
ヲ
以
テ
閉
鎖
撤
退
シ
他
方
面
二
移
動
ス
ル
コ
ト
、
ナ
レ
リ

前
述
ノ
如
ク
本
校
内
ニ
ハ
災
後
直
二
群
馬
福
島
両
赤
十
字
支
部
ノ
救
護
所
開

設
サ
レ
シ
ヲ
以
テ
傷
病
者
ノ
手
当
甚
ダ
能
ク
行
届
キ
患
者
ハ
柔
剣
道
々
場
内

（
麟
訪
嘉
い
）
二
収
容
シ

看
護
ノ
為
メ
患
者
ノ
家
族
モ
穂
テ
同
一
場
所
ニ

居
ラ
シ
メ
タ
リ
最
初
ノ
内
二
三
人
値
染
病
者
焚
生
セ
シ
ガ
蔓
術
ス
ル
ニ
至

ラ
ズ
シ
テ
終
燻
セ
リ
衛
生
保
健
二
関
シ
テ
ハ
本
校
職
員
ハ
其
注
意
ヲ
怠
ラ

ズ
避
難
者
二
命
令
又
ハ
勧
説
シ
テ
始
終
清
潔
ヲ
保
ツ
様
ニ
セ
シ
メ
又
日
々
校

ノ
使
丁
等
ヲ
督
シ
テ
汚
物
塵
芥
ノ
始
末
ヲ
為
サ
シ
メ
消
毒
法
ヲ
施
行
シ
便
所

ノ
如
キ
モ
既
設
ノ
モ
ノ
以
外
二
敷
ヶ
所
二
臨
時
仮
設
シ
タ
リ
此
ノ
如
ク
衛

生
状
態
モ
給
捉
方
法
卜
共
二
良
好
ニ
シ
テ
経
過
ス
ル
ヲ
得
タ
リ

⑮
軍
隊
憲
兵
隊
ノ
駐
屯

九
月
二
日
戒
厳
令
二
依
リ
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
ハ
上
野
方
面
警
備
ノ
為
メ
出

動
シ
来
リ
本
校
構
内
二
聯
隊
本
部
ヲ
開
設
シ
タ
キ
交
渉
ア

リ

本
校
ハ
之
ヲ

承
諾
シ
建
物
ノ
一
部
ヲ
貸
典
シ
同
日
正
午
頃
ョ

リ
本
部
ヲ
開
キ
多
数
ノ
将
校

兵
士
ハ
本
校
ヲ
根
拠
ト
シ
テ
上
野
方
面
ノ
警
備
二
従
事
ッ
タ
リ
此
聯
隊
本

部
ハ
九
月
八
九
日
迄
継
績
シ
テ
他

二
移
動
シ
去
レ
リ

浅
草
憲
兵
分
隊
ハ
九
月
一
日
夜
火
災
二
罹
リ
同
夜
十
二
時
頃
隊
員
本
校
二
来
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リ
校
内
建
物
ノ
一
部
二
仮
駐
屯
所
ヲ
設
ヶ
移
轄
シ
タ
キ
旨
ヲ
請
ヒ
ニ
日
午
前

四
時
頃
二
所
属
隊
兵
馬
匹
等
移
轄
シ
来
リ
上
野
方
面
ノ
警
戒
二
任
ジ
タ
リ

九
月
十
六
日
二

至
リ
臨
時
上
野
憲
兵
隊
組
織
七
ラ
レ
本
部
ヲ
本
校
内
二
設
置

シ
浅
草
分
隊
ハ
上
野
分
隊
卜
改
称
シ
依
然
本
校
内
二
駐
屯
シ
十
月
八
日
二
至

リ
テ
憲
兵
隊
全
部
本
校
ヲ
撤
退
シ
他
へ
移
轄
セ
リ

是
等
校
内
ノ
駐
屯
軍
隊
憲
兵
隊
二
到
シ
テ
ハ
建
物
貸
典
ノ
外
本
校
ハ
其
要
請

ニ
應
ジ
及
ブ
ダ
ケ
種
々
ノ
便
宜
ヲ
興
ヘ
タ
リ
而
シ
テ
軍
隊
憲
兵
隊
ノ
駐
屯

ハ
当
時
非
常
混
乱
ノ
際
校
内
収
容
避
難
者
ノ
人
心
ヲ
鎮
定
シ
又
学
校
ノ
安
寧

ヲ
保
持
ス
ル
上
二
於
テ
多
大
ノ
影
響
ア
リ
タ
ル
コ
ト
勿
論
ナ
リ

因
夜
警

震
災
直
後
五
六
日
間
二
亙
リ
テ
鮮
人
襲
来
等
種
々
ノ
流
言
飛
語
偉
播
シ
避
難

者
ノ
恐
怖
甚
ッ
ク
夜
間
モ
安
寝
セ
ザ
ル
有
様
ナ
ル
ニ
依
リ
自
治
圏
ノ
一
部
ト

本
校
職
員
併
二
卒
業
生
中
佃
強
ナ
ル
モ
ノ
校
内
夜
警
ノ
任
二
当
リ
交
代
シ
テ

徹
夜
校
ノ
内
外
ヲ
巡
行
警
戒
シ
避
難
者
ヲ
安
堵
セ
シ
メ
兼
テ
出
火
其
他
ノ
事

故
痰
生
ヲ
防
過
ス
ル
ニ
勉
メ
タ
リ
夜
警
ハ
十
月
七
日
避
難
者
ノ
退
去
ス
ル

マ
デ
之
ヲ
継
績
セ
リ

囮
救
護
従
事
ノ
職
員

避
難
者
ノ
救
護
二
従
事
セ
シ
本
校
職
員
ハ
事
務
掛
ノ
職
員
（
庶
務
、
数
務
、

會
計
、
文
庫
）
ヲ
主
ト
シ
卒
業
生
数
名
在
校
生
数
名
其
補
助
ヲ
勤
メ
数
官
中

ニ
モ
両
三
名
ハ
時
々
参
加
シ
テ
補
助
シ
タ
リ
而
シ
テ
活
動
ノ
範
園
ハ
全
然

校
内
ノ
ミ
ニ
限
ラ
レ
校
外
二
及
ボ
ス
ノ
退
ナ
カ
リ
キ
今
救
護
事
務
二
直
接

従
事
シ
尤
モ
功
労
ア
リ
シ
モ
ノ
、
職
氏
名
ヲ
左
二
録
ス

講
師
（
翡
鰐
峠
兵
大
尉
）
鈴
川

信
一

右
学
校
構
内
官
舎
二
住
シ
救
護
事
務
網
指
揮
ノ
任
二
当
リ
聾
夜
ヲ
問
ハ
ズ

同

以
上

同 同 同

豫
蜘
陸
軍
輻
）

卒
業
生
（
重
兵
少
尉

小
澤
小
一
郎

三
栖

敏

雄

手

塚

重

治

内
田
利
三
郎

筒

井

昇

飯

森

定

省

同

始
終
一

貫
シ
テ
證
痒
シ
タ
リ講

師

（

赦

務

掛

）

後
備
陸
軍
歩
兵
少
尉

（
数
務
掛
兼
勤
一

豫
備
陸
軍
歩
兵
少
尉

助
教
授

数

務

掛

兼

勤

）

同
ヽ
豫
備
陸
軍
歩
兵
中
尉

雇
員
（
文
庫
掛
）

（
會
計
掛
）

（
傭
人
監
督
）

右
同
人
ハ
学
校
構
内
舎
宅
二
居
住
シ
救
護
事
務
二
関
シ
テ
始
終
尤
モ
困
難

ノ
衝
二
当
リ
日
夜
奮
励
セ
リ生

徒
（
金
工
科
―
―
一
年
）

（
図
案
科
一
ー
一
年
）

（
西
洋
聾
選
科
五
年
）

大
地
震
の
災
禍
は
東
京
お
よ
び
そ
の
近
辺
在
住
の
本
校
関
係
者
多
数
に
も
及

ん
だ
。
前
出
校
友
会
月
報
所
載
「
本
校
関
係
者
罹
災
調
」
に
は
大
正
十
二
年
十

月
五
日
ま
で
に
判
明
し
た
罹
災
情
況
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
教

授
森
井
健
介
は
家
屋
倒
壊
に
よ
り
母
を
亡
く
し
、
海
外
留
学
中
の
教
授
矢
代
幸

雄
の
留
守
宅
が
焼
失
し
て
父
が
行
方
不
明
と
な
り
、
助
教
授
平
田
松
堂
お
よ
び

畑
保
之
、
助
手
野
口
吉
五
郎
、
会
計
掛
岩
崎
巖
、
文
庫
掛
金
子
千
代
雄
、
柔
道

指
南
井
上
縫
太
郎
そ
の
他
職
員
は
家
屋
焼
失
、
講
師
今
和
次
郎
、
庶
務
掛
芹
沢

同

春
吉

五
十
嵐
忠
六

和
田
青
山
金
田

季
雄
正
治

田

邊

孝

次

赤

間

運

蔵
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閑
、
弓
術
指
南
本
牧
太
一
ら
は
家
屋
倒
壊
の
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、
卒
業
生

な
い
し
在
校
生
で
は
星
川
清
雄
が
入
院
中
の
病
院
が
倒
壊
し
て
死
去
し
た
外
、

神
谷
甚
一
郎
、
福
与
晋
作
が
死
去
、
下
村
観
山
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
が
家
屋

倒
壊
な
い
し
焼
失
の
被
害
を
蒙
っ
た
。
そ
の
た
め
校
友
会
は
常
務
委
員
白
浜

徴
、
鈴
川
信
一
、
足
立
芳
五
郎
の
発
起
に
よ
る
見
舞
金
募
集
を
行
い
、
罹
災
会

員
を
慰
問
し
た
。

な
お
、
本
年
の
年
報
の
「
概
況
」
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
術
史
講
座
の

た
め
に
教
室
の
一
部
を
貸
与
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
数
年
間

に
亙
っ
た
模
様
で
、
隈
元
謙
次
郎
は
当
時
を
振
返
っ
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

[大
〕

私
が
は
じ
め
て
矢
代
〔
幸
雄
〕
先
生
の
風
貌
に
接
し
た
の
は
、
十
正
十
四

年
の
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
京
美
術
学
校
の
旧
図
書
館
の
北
側
に

あ
っ
た
校
舎
の
入
り
口
で
あ
っ
た
。
鍔
広
の
ス
ペ
イ
ン
の
闘
牛
士
か
修
道
僧

の
か
ぶ
り
そ
う
な
黒
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
小
豆
色
の
革
の
コ
ー
ト
を
着
け
、

右
腕
に
同
じ
色
の
大
き
な
鞄
を
か
か
え
た
若
い
芸
術
家
風
の
先
生
で
あ
る
。

問
も
な
く
、
そ
れ
が
最
近
大
変
な
研
究
業
績
を
挙
げ
て
留
学
か
ら
帰
国
し
た

ば
か
り
の
矢
代
教
授
で
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。
さ
す
が
に
、

美
術
学
校

と
い
う
と
こ
ろ
は
、
日
本
人
ば
な
れ
の
し
た
先
生
が
居
る
と
こ
ろ
だ
な
あ
と

思
い
、
き
わ
め
て
強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

当
時
、
わ
れ
わ
れ
が
入
学
し
た
東
大
は
過
る
十
二
年
の
霊
災
の
た
め
大
被

害
を
受
け
、
有
名
な
八
角
堂
を
は
じ
め
文
学
部
の
研
究
室
や
教
室
も
く
ず
れ

落
ち
て
居
た
。
美
術
史
の
講
義
は
滝
精
一
教
授
も
団
伊
能
助
教
授
も
講
義
と

ス
ラ
イ
ド
を
併
用
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
の
教
室
が
な
か
っ

汽會
ャ ツ・ゞ

｀言捻訳認享、』

「青銹時代」石有像

大
正
十
二
年
四
月
、
本
校
で
は
教
官
、
生
徒
の
希
望
に
よ
り
オ
ー
ギ
ュ
ス

ト
・
ロ
ダ
ン
作
「
青
銅
時
代
」

(L
'A
g
e

d
'A
i
r
a
i
n
.
本
校
文
書
に
お
い
て

は
「
黄
銅
時
代
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
）
の
石
背
像
を
保
管
、
展
示
す
る
こ
と

⑦
 

ニス
ロ
ダ
ン
作

「
青
銅
時
代
」

「
バ
ル
ザ

ッ
ク
」
石
膏
像
の
寄
贈
と
デ
ル
ス

浅
沼
商
会
寄
贈
の
建
物
（
第
二
巻
664
頁
）
は
こ
の
震
災
で
大
破
し
た
。

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
美
校
と
の
相
談
で
、
も
と
同
校
写
真
科
の
あ
っ
た

階
段
教
室
を
借
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
校
舎
に
は
矢
代
先

生
の
研
究
室
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
校
舎
の
一
室
を
研
究
室
と
し
て
借
用
し
、

ま
た
講
義
は
前
述
の
階
段
教
室
で
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
毎
週

何
回
か
本
郷
か
ら
弥
生
町
の
坂
を
く
だ
り
、
逢
初
の
坂
を
の
ぼ
っ
て
上
野
へ

通
っ
た
。
そ
し
て
、
帰
国
早
々
の
矢
代
先
生
の
風
貌
に
接
し
た
わ
け
で
あ

る
。
〔
下
略
。
石
沢
正
男
、
田
沢
坦
ら
も
こ
の
仮
教
室
に
通
っ
た
。
〕

（「矢
代
先
生
を
偲
ぶ
先
生
と
美
術
研
究
所
」
『
日
伊
文
化
研
究
』
第

十
四

号。

昭
和
五
十

一
年
三
月
、
日
伊
協
会
）
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